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　保育。教育への二一ズの増大は，幼児のディ。ケアー

の機会を必然的に増木させてヤ）るす令目で廣 す∫に書・一

歳以上の幼児に対する傑育。教育憶，上違あ』」』ズのづ

ち，①児産の発達の促進，②教育の普及という観点から

その重要性を増しつつあるといえよ、う。

　一方，主に3歳未満の乳幼児の施設保育につ“七は，

今回対象と・なった6か国のうち．4か興こ疫消極申乃至否1

定的な傾向がみられる。すなわち，この時期においては

何よりで家庭肇育を最優先し（輩1）1あ資y・健劉幼児期

すべて忙おいて家庭的保育を優先する（註2）考え方が示

されてレ 、「る。「

　従来から国際連合はディ・ケアーに関して，「児童が

家庭における正常なケアーを補完ずぺき康境に・ある時

に，日中のある部分児童をその家庭から離してケアーす

るための組織されたサービス」と定義してレ～るが，家庭

養育を絶対的な基盤としているこの考え方はジ今日にお

いても乳幼児の保育に関し一定の意義を、もづているとい

えよう。　しかしながら， 幼児期における保育1教育の機

能はチ』家庭養育を補うばかりではなぐ，1それ自身のもつ

独自的，積極的機能をもつ。その社会的意義も今田高く

評価されつつある。

註1＝アメリカでは，3歳未満児の入所を原則どして認

　　 めな悟州が多い。

　　　 ハソガリ』では，児童が3歳になる．までは，母親

　、 が家庭で養育するための経済的援助などを積極的に

　、、 行づている。

柱2一：，フ ラ．ソ ス ではr「託児家庭」制度を強化し，イギリ

　　 スでは保育所より。も「チャイノレド・マイソ 』ダ・一」

　　の，アメリカでは「ファミリー・ディ。ケア ・ホー

　　ム」などの普及に努め七いる。

　今回対象とした6か飼卯傑育・教育制度の体系は第工

図のどおりである。∴r
・β1・’＝ ：保育。教育制度φ型（第1図一1．3）

・・5各国の主要な保育。教育制度は国の行政上の所管，対

象となる児童およ』びそ4〉年齢によって次のように大別さ

れる。　　　・『・ ’こ』・

　（D　所管分離型

．．亭・行致所管はド保健 ・福祉省系統および教育省系統

　　に区分されている。これはさらに次の二つの型に分

　　け，る「こrどがンできる◎

　．（1）点’i・痙所管分離9 年齢区分型

　　 』対象にかかわり・なく低年齢乳幼児は保健・福祉省

　1吃系統が，一高年齢幼児は教育省系統が担当する。これ

　　には，フラソス，ハソガリ・一が該当宰るす

　（1）一ii所管分離・対象区分型．．陪ぞ．ζ飴．

　　　　年齢にかかわりなく，要保育乳幼児は保健・福祉

1、1寧省聯帆郷期騨解蒸統が担当する・これ
　　にはイギリス（連舎止国以下同じ）が該当する。ま

　　　た日本の場合もこの型に該当する。　　　　　　　　’

　　（2）単一所管型

　　　　保健・福祉・教育行政の所管が単一省庁に属す

　　　る。これにはアメリカ（舎衆国以下同じ）が該当す

　　　る。そのシステムは，年齢にかかわりなく，対象に

　　　よって区分される。したがって，単一所管・対象区

　　　分型といえる。

　　（3）所管統合型

　　　　保健・福祉省系統あるいは教育省系統のいずれか

　　　が，保育・教育の所管を統合して担当する。したが

　　　って，これを次の二つの型に分かることができる。

　　（3）一i　保健・福祉省担当型

　　　　これにはズエーデンが該当する。

　　（3）一i三教育省担当型

　　　・これにはソ連が該当する。、

　　以上のことからも示されているように，、日本のよう・な

　所管分離・ 対象区分型が必ずしも一般的であるとはいえ

　ない。むしろ近年は，就学前の保健，・福祉，・教育の各施

　策は分離・競合よりも統合が望ましいという意見は国際

　的にも多く出されている。この先例そあるソ連は，1059

　年以後，保育所と幼稚園を統合化し，これを文部省が所

　管しているが，実態上は，保育・幼稚園以外亮，旧来め

　保育所，幼稚園は多く残されている6最近では メ土←デ

　ソが1973年の就学前教育法ゐ改重によりγずべてヲレ・し

　スクールの総称の下，保健・福祉省が所管する制度に移

行しつつある・　　　　 、　で1㌃
　　また，他の諸国においては，例えぱイギリスにおいて

　は』工966年の中央教育審議会答申くブラウデシ報告1「児

　童と初等学校」）の中で，「3歳以上の幼児の所管を傑鰹6

　社会保障省から教育科学省べ移管統合するよう勧告がな

　されており，また，フラγスでは逆に文部省から保健省

　に移管統合すべき，という意見が強ぐ出されている』し

　かし，これらの意見には反対も多く，未だ検討中め段階

　にある。

　　4．　保育・教育施設の種類（第1図一2）

　　日本の保育所的性格をもつものは， 　Day・nursery，

　C述cheと呼ぱれ6もゐが多く， 日本の幼雍曲的性格を

　もつものは，Kinder』garten，PrげschddジNuオ瞼y

　school，Ecole　matemelleなど多樺蓼名称があ1る。 1

　　統合された施設では，　Day　care（Child　care）cen・

　ter的名称が多いが，今回対象どしだズ土訟デゾでは総

　称してプレ・久クールと呼び，シ連では』保育・幼稚園
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と呼んでいる。また，アメリカのナースリ着蜜スブ4ル1
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　保芦・教育の対象はド要保育乳幼堤および就学前教育

を戦る郷で岨、潴では・塔③のユ畷（働く
母親軸戸物児）に骸される奴その鱗漁こよ．

っても嫌り ・” ◆文化的験≠湾イキ鯉吻ある、

家庭騨腰保育性の中吟鰭瞳国も多残儲で
壱馬さら蹴学鰍年は義撒育蝋じて可能な限り入

学さ髄搬．鞭 終．．餅艘7職学前1年を
猫騨とす礁命（稗同デン）・幼児の段階から就

学樺鰐匙て肇齢（イギリスφイソフゲンレ，
スク勲・粉拠多諦しろ・両髄厳密に区分せ
ず，要保育児を優先しっつ，保育・教育をすすめる例が

最も多いといえる。　　　　　　、

騨と面ま』所聯峰対躯分型がこの点楠者

を峻肌鷺熱．イギリスも日本桐験態上は必ず

しも原鵬難鰍禅噸向がみら1猿
　年齢的にはダ所管分離・年齢区分型のうちフラソスに

おい 琴，興厩¢瀬6）を利鮒る幼児のうちゆ

歳ま鯛榔鱒まで騨しやる伽1多くなってい・
る。1’ 厩うズ錬貯ξも爾数が母親学校よりも少ないた

め・担よ贈導が鶴れるこ どを繍雪期待するためと

徽雛暴瞬糠未満の孚・　
ついて施設保育を中心嬬実地してじ・る国（スエーデソ，

ソ逮慧｝、鯵騨磐ならず家庭的蝉瞬視してレ’、

る国1（㌘ソス・ハン塑一・イギ墜・アメリカ）と

甑鐙鷲騨♀野護艦霧識
学年齢は州によって異なり，7歳からが最竜多て36州‘

次いで6歳から（11州），8歳から （5州）　となってい

一るゲ

i，謙撰瞭論諜善講鷹
つ燐ρ峰‘峰都躰の幼綱的鵬をもったも

　のに多い。、．』1 　　 、．　　、
．。

．一．

1

　、1さらにし要保育乳幼児に対し1て｝よ臼申の参ならず夜

　間も開設し，宿泊可能な施設ポ設げられて喚ると葦ろが

ある（7ラソうダ拶rl ソ連〉6と1く！ごソ醇お

いては塚庭郷髄ど1こ越1嗣幼潭保璽る
　形態などがみられるす

　 なお∫スエーデゾのブレ軌スクールは，全日制グルー

．ブ，半日制グルーブおよび両者の混合グル‘プに分けら

　れている。

　∵』どころで，李ン方り 一， 連の東欧諸国では，家摩に

　おけ確即聯擁鰻蓼め・とくに夏期は鰍を

悶澗羅騨どもとが騨隼るよ麟
する形勲とt？てい駈． 』 『 ・※ ；． 、・

　　6・保育’鮪韓曜町騨離（第一工町9）
　　保育轍育鍛の輝騨耕は・フ耽ズリ鯛学
　校が市町村の璋務設醗で・あをξ乏を除き，1参私翠亥で設

置・馳され畑る・ こφ猟騰寿；統舘犠紳
一デンのプレ・ゆラレは・1975年力群瑚グ所プ

．につい肺町樹舞鱗獅賄塾∫い墾日本曝
育所的性格の澱のうち公立が多い璽：．境琢ハ

　ンガリーであり認立が多いのは個賂・17燃湾

ある・また消勧雌酌聯の騨鶴…穣1カ
の鮪学校（上述し庶ろにゼ 雛は俸育繭麟が強

　まって》・る≧費除都．す感；公立が多脳 l　i．ll．鰻

　　私立燃御の賄臨企業（瑞1で興類む）
が主なものであるが・ソ連では臥 教黙鞭設

　置・運営は認め昏亭てヤ〕タい。　　　、i　l　　l『岩

　　以上6か国の腰な保育轍育制嘩その体系帥

炭し鴛脚黛炉湯務勲細抹殉蝉の
鵬鰭盟横考鱒働帥崎轍レ；づ虞・

　やや具体的に郷表にまとめた・以下卿卑こ1づllて

　は，単純に比轄検討することは困驚であり，と．背景と タる

轡1化嚇甥轡や讐1多・
　　了．　運営の財源（第1表一各国の（2））塙

輝騨確善や蘇育轍離獅セ零；凋踏地
方百治俸が晦の一部乃至全部を鯉憩1桝1酬

艦㌧徽芸蝶獲鶴難毒轍簾
　斗・るδ 二

　　一般的には，公費負担めうち，国瞳負担よ りも地方自

一工38一



第工一1表 フランス

網馳儲蠣の保欲魏繍期灘函銘研究

くへ　真9・一『ll葉．

溌i

　　』　　ー　ゴ　n　　「 ■　　『　P　　　　［　一［

根二（勢・運』営営鑑り呪髪・ 溝旨

　r　　■　　 一　　　■

蕪③豊営癒磯考鯉r
T　』　　層　　　　　　　　■　　P

い六

♪Llし・

i〈

麿
i分

／離

、』＝

、F海∫／

＼曳い「

託、、

＝て㌦）

（ig71年）1

麗護1歎

’訟響r1ブ　∫萱9．

》計 釈・ ㌧瞭6521

癖嚇嬉嚇，鵬、・

轡館燕施要入所
児童数瞬万，卿q撰な？て
劾1’詫児所め増設が課題とな

っている。

年間の財源負担

　　　保護者負担

　　　 国庫負担

鶴講毒謙鰻

　　　　　　　♂弓』必 く＞

　　　　F（一トr』ヌー1■じ』』‘1卜』『1’

雀δ％1

ゴ6％ε

醜（…

繍
100％

一所『

o

年

齢、

i区

1 ”　■

1型

l　V

．望

∫ら

　訊帳
ぐ』：1（」i

トデー

　　　　（19樽あ幼卿）・
亮壷ゴ工天あ寒づ脂額

1韓公立　32彦ラi》

野～（櫛6・内）1
雲

！瀬鷲磁。白）

　　　　　　　　　　夙1
、保護者から保育焚を薇収するこ　

饗騨鷲て麹鉾勲ξ1
．溺平幽吻を負担して略・で．・

箕974年の例で齢鰍郷，1ゴ
、畷卿』8フラソ64臼）、柄．

鵬25フラ 派約1，67り円）酒
あξ1。低所得家庭に対レえは無

料一1

〆『＝

』母．

親

学

校

で人目！儀⑳0人以上の市町村昏ネ，

，二住民¢要勲湊危搬i：舞鶏学

　校を開毅1し奉サ於1ぎな阜ない。

　2，000人未満でも，少学樫照幼1、

脚饗璽繁轡
　在籍児童数約以37享人i』）い

　　2歳人口の　22％1惑1，窺1．

　　3歳人口の　72％ i
　　4歳人口の　93％1

　　5歳人口の 100％

こ．の他小学校付設幼児学級があ

』るす『 … 』” 』　”　　』 曲’『…

　　　　　　　　　　　　　謹憐警饗灘難

（腱設費　　i1彫
乙藤翼1し、1二懸興庫負敏難．8Q％ 　　　　　　　　　・Pイ

露上脚爵糟腿鯉129麹よ 一　顕・

曾運営響…3聯瓦； 　　　　垢入　　　　　　地寿財取負担こ手00％こ・：

i嫌磯瞬教即齪躰蝉開、　　 』1

桝～
　　庫負担牽あ尋ぐて・駕ヤ1グi9 ．翫qlと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤも　　
　　　　　　　　　　　、

1 1，

㌧『、　　　　　　　　　　　　　　　、じ、r

こ鱒か稚雛騨躍箪勲1ぎ辮羅騨懸者か鰐醐
磯省卿・一r・廻三毒麹誇1与郷1呼と堕
、窮票甕3四轡繋学人，、．　、

烈教即静まじ轡ズ喫、　　・ ＼

　　周にρ》～’ζ公庫負批∵ご
、，、

　b　教員の給与のみ公庫負担♪

一’ 一’

～
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第エー2表ハソガリー

（1〉設　　置　　状　　況 （2）運・営　の　財　源 （3）運営輩と保護者負担

離

託　　児』　所

設置数

　　1915年 推定約1軌000

　1968年　　　約35，000

　1970年　　　　約401000

　　　（盆業部翻

所率

か月～3歳未満児の約10％

こ、のうち勤労婦人のこどもの割

合は40％

公享施設の射漂賎国庫及ぴ地方財

負担であるが，地方財政負担の割

が高い。

業立施設の財源は，企業内部基金

まかなわれる。

児童1人あたりの年’ 費用
21800フロイント（約166，000

）。この額は労働者の平均年収

約40～60％にあたる。

rr食費の一部分についての遜，

（約80円）又は未熟練労働者の

時間当り収入の3分の2

設置数

1970年　　　3，547

　（鐵91：1髪）

体の94％が24時聞開設制述あ

。就学率1971年現在3歳～6歳児の58．9

この年齢群のうち動労婦人，母
家庭りこどもなど，優先されrる児童の殆どが通学してい為。

た5歳児は，小学校の前段階

して可能な限り入学してい

。

財源は1託児所と同様公立施設の場

は国庫よりも地方財政負担の割合

高い。

企業立施設の財源は，企業内部蕃金

まかなわれる。

児壷1人あたりの年間費用4500

ロイント（約59，000円）。こ　

・の額は労働者の平均年収の約15

～20％にあたる。

保護者の負担は託児所と同様そ1ある。　　　　　〆　’　

一140一



第工一3裏

　　　　　　網野似灘国の賄く幼懸育麹度嘩脳研究

イギリス（齢王国）　、　 　 　1　　　∴樋
1＼　』　 ＞峯卜”

v　

」育

〈

所

管

分

離

対と

象

区

型
V　

所「

祖），公立聖二篤志団体掌保育所蝋

　　、鞠1誰蟹鵜 嬉「466

　　！：1“、児童数 15231200人

（2）工業立保育所＝、1ユ済1㌃二＝・・「乙1」、

◇澗数湿無う』裕
喬1，謙艦ぞllo人

11t’．二、：』 　て設置数ミ℃ε／
782

　　　　網難鉱・・6人
　二 r一

』㌧
ン澄ン：’』、

以上，1972年，イシグラソド・

ウ；イノヒズ地方

民間篤志団体立に対じては90％程度こ

嚇公麟負凱て鴫が廷妨ち；
国庫負担の割合ほ低いξL1　ン1けhぞ

こ傭か，多数の鍛備鰍力1あ
る。

　　　　　　　　　　　　プギ 1』i て

　　　　　　　　　　　　　　こ三

　　　　　　　　　　　　　　ぐ．弓

運営饗は、一19瓢年において，」児

童嫉あた胴額∫継ソド．
　（約1，600円）

・1蝋蛋1獅（ ざ”二苛1ド

ξ保護者がら、日額平均22～36ペソ

・スく約180～290円）・を鯨して

いる。

Tただ・しゲ家庭の経済状況により

鰻鷺鰹響騨
　　　　‘　 　3　・

　　　！』1・　r、　　　　　　■

，，責　　　　　　£

「＝』　r

　イ（

詠ン

（ぬひ

：許桑

（工）　ナ｛スリー・スクーノレ

　　　　設騰　　595

　　　　傷意、』ζ 411）』

，

甑強麟、1鋤6人
帯rべ 鞭鰍）

輿毒誌轟姿いる一

　　　　設置数致，788
　　　　 児童数　6き，586人

　　　　（鋸劉、器1鰍）

（3）　イソフラソ｝●スク一ノレ

5馴皐児全員入学r

傷上ド 1艇叡財グラソ艘衰幽
二畠tイノ曝地方耶マ・

1曾1，鯉亥鰭1蕪ブ

1、富蕪雛1敷
　　　　　　　　19マ2年

全額公費負担，

約60％

・へ1♪』 ㌔、、旨卜、．

そのうち国犀負担ば㌃

　　　．てパ　儀｝£了（｝

建談費の単価　　　　　　　　酋

　ナースリー・スクール
　　500ポソド（約401，額0円）

　ブ’一スリ■・クラ丞

　　420オミンド（約337，100円）

賞鰹i要手。謄乙

擁費繍警抑F脚　人あなり年額． 　　　　零

”ナ酪 襲〔 胚．恕グ r1

、津瓢蟹鯉・
rl劉（響0413q轡

，総叢讐欝り・堺鞭

1しかし瀦餓飴麟瞳費
．縁衷し、1塚庭卑繧済塗況に1ま

顧鱒無麹灘猷春llr

△，藤
む：r

　　　　7・・1r』庁∫＝1㌔ 1橿

羅魚欝で轡榊
　　　　　ヨ，驚鰹：適

，

　　　　　　　　♪一ト ・』

　　　　．、：　　　～∫

横

一ユ41二
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第1－4衷　アメリカ（合衆国）

〈

単

所

管

保

育

所

対r　
象

区

分』

型・v

』（1） 設1

．置1状況
セッッルメントの家，1教会・社

会セソターなどにおかれる。

仕蜜をもつ母親のため家庭外で
、保育す、る場と、じて， 他に・ひ

ファミ丁．跳一・ディ軌ケアー・ホ

ーム

．グル』プ・1ディ・、グ．アー角ホ｝一』

ムがある

設置状況（1970年）

ファミリー◆ディ
・ケアーホーム

保　育　所

710千人

575

計
1・，285

同年の働く母親
をもつ就学前児 4，500r
童数

ナ

1

ス

ツ

I
o”

ス

・ク声

1
ノレ

幼

稚

園

理育裳稼なぐ在籍教（1972年）

年i・ 齢”

5

4二．

3〆．

τ計一」1

1在徽1在脚
　 千人　　％
　64　　1．9
．1 ．7q4 』2L1

二与07 　14．7

、1p277 　　12．6

』』醇』39β卿人（31％）
’私立一一

・881，000人（69％）

私立は，民間団体，典同，研究

実験，教区，地域社会などで設

けられているo

1公立が多く1私立は少ない

人口2，5σ0入以上の市町村の小

学校に付設される。

幼稚園在籍数（1972年）

5
4
3
計

　千人
2β11
414

　29
2，954

74．2

12．4

0．8

29．1

％

公立2，475，000人（83，8％）

私立　478，000人（16．2％）

（2）運’ス営1 rの．：』財源

1962年社会保障法で連邦政府がら補

助金が支給される

建設費については定員100人のセン

タ【．で約135，000．ドル〈37，395，0001

円）・1972年1 ［．

（3） 運営費と保護者負担

児童1人あた り，年間1245～
・ン 320ドノヒ（1969年）。別の資料に

一』よれぱ平均・1632ドル（452，000

円）である。・

保護者の所得状況に応じて政府

　（連邦州市町村）は児童1人に

つき400秘L300ドノレ（111，000

～36qOOO円）程度を負担する。

』フナミ7一・ディ・ケアーの場

合は3歳未満児童1人あたり
1，423～2，375ドルかかる。

　（1969年）

公費負担のあるものは少ない。

財政は州が負担するが市町村の中に・

はこれにさらに支出を加えている。

幼児■人あたりの費用は年尚

5gq堕．（138・500円）3歳児が

即畔蹄する鵬碗郷
よる。’r

　　　　　　　　■、　r　　P

高顎ぞ）保育料を傍護者が章寧す

る。

　　　　　　　　　
■

児産 1人あだり年間平均，783ド

ル（217，000円）州によって最

低438畷離，12串7ドル（12i，00D

乍343！oq岬）支出される。

公享額稚園は保護者の負担はな
ヤた。
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，網野他儲蠣の鮪拗懸紛制度醐する研究

第±一5表 ス工一アソ
　　し ヤ　の　　　　　　ずへ
こ」kぐ　『窟〇一　　“

昂工　　り双

1． 　　　　　、 5（2） 凝齢財丞」璽1墾と壁負担
（・－

1 ♪ ㌧

〈

所

管

統

合

保

健

福

・祉

省
i担

1当

型V

　　　1就学前教育法施行以後1り統計け

（’ こ、　不明ナである51 旧体制不φ統計資g

　　　料はつ・ぎの1と馨りであ護8諏：襖 P；
「

　　　 ド；7 ごlrl・ 1（r‘．（1973年調査）

　　　 ’、・ 　 、」＿Fンロ r

　　　　保育所児意数一3　　54，257人
全・

家庭騨所髄数．50，494人
　　　・1就学前学樫兜童数101，049人

　制

ブ

レ

ス

ク

グ

ノレ

口

ブ

1 就学前教育施誰布籍児童数及び

在園率（19五年）ヒ

ね74奪了月以降の運鴬躰成金壱よ轍施設運営費曝児亜毎人あたりrり

、鯛嫉擁り・葡9αク顔刈 年間9・卿窄職OP解ローナ，
．IF（487，500臓雄擁い1る＆・ r（675、…榔工25100Q円）1日糾

』1975年ユ施設毎φ建設助成金賠136～60ク』戸一ナ 乱（2，⑳0～4，500

児童杁あたり12，0ゆ所ナ・町摩れている：51記

《（900，000円） に達しだ。・…保護者の費用負担額壱辮の収入

ス畢一デン新囲掲餓の全日 御女ぐ堵家庭の児童数瞭より異なる。

ルーブ運営Φ実際例 1｝1醸毒挙与最僻 1、郎1 宰3難区一オ（75～

・両親の年間収入 　 　　 』
、2過50肖）程度噂あ多る・

　　60，000クロrナ（矩0万円≧　

・子ども2人懐す蘇鰍儲魎手当（10級㈹1収入磯
　　24，000クF一ナ（i80方由）↓…閑俸に∈律匹支給〆 年額1320、

騨轡』催郷ll璽奪
野離一才（4含万円＞麟極き巡1筆』△

両親ゆ負担　・　　 　気薫こ’譲rlξ』 謝　　5；r糧　　　　
‘

＝

鰐雛隷毅腕1㌻lli・髄、，票，irl避

1鞭il講1辮1◇煽聡』

　　　　　　　　　　蝋■ 、淋rぼ　り　r『》1，　㌧

ノレ

年齢

　　　6

　　　5

半　　4
　　　3
日

　　　2
制　　1

グ　　1以下

　　　計
ノレ

麟輝数陸曄
　一． i人［f1

3β55
24，469

　今，635

、7』4751』

　5，ケ74』

　4，13針

．2多字手2』

127｝053

　％
59．4

19，8』

7・ 3
二6．ユ『

・5，0

3⑱

』2．0

15．4

1．

ブ

可酩な限り全日制グループ腫組

み入れられるべきもの．（併設）

どされてい る。

1975年1月以降バート葵≧写瓢，、裸護者め負揖額ほ1”親碗収入耗

・グルーブに対しても騨嚇をilr雑の児撒に劒異嫡が導

解村　行うこ鋤場灘蒙多1嚇騨円騨

嚇灘・966砺月と鰍して

羅讐讐購響簿欝
』4～5歳児中の10％以内を占あ

濁特別な配麟を要する児童に対

∫し受も詞額1の補助がなされる。

沁75年16月までに1施設毎に建　　　　　“層
訊

設助成金として児童1人あたり

3，0QO ク 自」ナ（225，000円）が1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；ト ｝

支給されてヤ・る。

人口稀薄地は分離半日制グ拘一

ブが設置される。

1975年甥か確磯児唄年
間の公教育奪実施す資嘉 ととし

て各市町村半婦比奪立郭学前学、

校の設置が義務づサぢれ た。

、曽1弗胃
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第工一6表　ソ連

〈

所

管

統

合

教

育

省

担

当

型V

保

育

◆

幼

稚

園

（D設　　置　　状　　況

1959年以来統合された形態の保

育幼稚園へ移行しつつあるが現

在では保育所（ヤースリ）幼稚・

園 （デュツキーサート）保育幼

稚園の三種がある。

国家，企業，施設，コルホー

ズ，協同組合その他の社会団体

により設置されている。

保育幼稚園は絶えず増設されて、

いるが，施設不足が強く訴えら

れているのが現状である。

保育施設統計（単位千）

鞭晦数1児測保醗

1969　　　　80．7　7，835　557．7

1970　83，110，000 600」0

在園率（単位千＊推定値）

年度『懸夢1襯在園率

1970　33，9728，09923．8
1973　　、3工，432、9，361 29．7

在園率は地域差があり都市部で

は高くレiングラード75％、モ

スクワ80％程度である。

保育幼稚園の算定基準

住民1，000人につき3歳児まで

の定員30～40人，3～7歳児の

定員40～50人と算定される。

（参考）

モスクワ。レ晶ングラードでは

300～350m2の規模で1住区が
おさまり，その住区に必ず保育

幼稚園（規模は280人程度のも

の）が設けられる。

（2）運営の財源
就学前教育施設の児童1人あたり月．

額33～40ルーブル（12，200～14，800

r円）が国協同組合，企業，施設団体

1から支出される。

（3）運営費と保護者負担

保護者が負担する保育費は親の

収入により異なるが月額2～12

ルーブル50カペイカ程度（740

～4，700円）で両親の負担する

額は経獲の15～25％程度であ
る。

低所得層や多子の家庭では全額

免除される。
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第五一 1表　フラソス
1簑

〈’・

所

管’

分

離

託1

児

所

（1） 操育の方針（方法と内容） Fで．（⑳～ 職 員

1．定員規模

’1施設40帰60人が適切な規模と考えられている。

2．｝保育方法1ヅ l　r∫ll．

冨了7
心理回生理学的指導を重視1
3，　グル畳プ構成ど主な保育内容‘

．グ～病デi 人、数 主な保育内容、

（1）
2㌣7か月』

前後児

10乍12人． 上での筋肉運動の指導 ／

5（キネティックセラピ雇）、．

（2）

マん12が月r

前律児

函15人 活動量の増大に伴った玩

具や空聞の活用一

（3）

12～24か月

児

10ん珍人。1小グルーブ活動に導く道

　　　　具， 部屋』’器ケジ、三一～レ1、

　　　　1の配慮1 ・一 』．『1、二1：・．

・　、　　、

年ゴ

区で＝

分

型・

V

一域　r

，母1、

親

学

校

12（オ5人　構成的，創造的遊び

　4．動向
　最近どくに幼児のフラストレーショ．シ串不姜をも1たちすレ

保育環境脅最少にし，発達を促進ずる環境をっくること脅

重視しつつある。

　　　　　一rい　　．、　　■　　、　F　　　　　r　　　　　 　　ド 『’、

・一

母に類する職種は次φと、おり

』IL ．・
児担当助手丁 急

・◇・（ヤ1〈auxilia乳rミ 歯』 P岬culture等）

　直接育児にあた1る職員で，中等教育取得

　資格（B　E，孕℃）をもち，．参つ1年半もし

くは2年酌専門教育め課舞終了1したも

　のがな轟るり∫・／従来の子守り（berceuses）

÷初轍解継奪く騨格をもたな
・》・一がら育児担当助手1こ伐りつつ夢う。

　2．’』庸児担当員（加6ricultrice）

．遡聯嘩伍鯉騨そ・ 3年即
1－r専酵校漣轍学の羅鹸了し煙の
　がなれる。

鞠． 悩所長1 翫ectrice）

　 看護嬉，鋤産婦，・ソーシァル・ワ」ヵ」』

　　などの纏廃を1もち，育児担当員の資格を．

　得て㌔・うものがなれるρ．』

、調野 署の厚立育聯騨裳

．』ξ駄簿員規模将、 ぐ淋ギ
、、・増縫磯騨工96簿の脚3i 4木から』1971年の平均

40…鉢酵減少 頃？麺・：た

、乙2．： 保育方珠 』・ r』 ∵； ・＝・∵
』』

1’
』 』掌11＝、

　モンテッソ毎婬の嘩蘇育法から柔離鴛懸中
、、心の自由保育法△移行し？g訪る。

　3，　グルーブの構成ζ 主な鐸育内容』、

グルーブ 主　な　保　育　内　容

（1）
2ん4歳 ’感堂一運動活動（水，砂など），模

室美術，知的言語静準動丼

（2》

．4ん5歳 自由遊び（とくに牛鋒），ぐ年少児テ

遊びの体系化・精密化‘ チぎムし1

ーグ

（3）

昏ん6歳 保育の般化と就学鞠儲み・
き，算術），自由遊びの尊璽

　　お　ドヤ 　 　　　　 　ヤヘヘト

毒員叡脊 （マ畠

　午前， 午後各3，時間勲誘すう。 　’

　 4嘆校像敦貝1頃資峰であり・ 専門学
♪『校ジ単科蝉¢》蓼章肇隣課母⑫年γ5年）

　を終了 し顔ものがなれるg』、

　　この他，』世謡人二（guardri曾）がおり，校

　内φ雑用砿養菟もり身辺り世話，教即不在

　の折φ，1こどむが畢食葱母親学校でとる折

　な・どめ世誰を、し敏敦興Φ勢手の役判奪畢し

　ている。

　校長
』，母親轍鰍睡 麟嘩良好な鰍で

動凱，校長灘試験に鰹したもの趣
　れる。検定試験は一部行われ奪くな？てレ♪』

　る。

4． 動向

　対象児に働く母親をもつこどもが増加し，母親学校の特

徴であるミ昼休みに家庭にもどって昼食をとる鞘 という原

則がくずれつつある。

　教員の初任給1，400F（約93，700円）管、

理職の教員の給与 3，200甘（約214，0gq円〉
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（D　保育の方針（方法と内容） 、（2）職　　　　　　　員

託，

所

ユ』 定員規模と保育単位　、1

1施設の定員は20～120人の範囲とする。　　　　　、、’保育単位は1グループ10名とする。

． 保育内容 原則として1人6時問保育にあたる。資

　 グルーブ 日　．　　　　　　　　　　課

闘… 9か月児

体重測定一入浴，睡眠一朝食一おしめ

とりかえ一日光浴，・睡眠，遊び」昼

食一遊び， ・睡眠一おしめとりかえ，夕

一あそぴ．〆：

　1．保母
1グルー ブ．（10名）に保母2名がつく。

来は保母定数を4＝1とする。

は』」就学前学校教員に準ずるが，健康教

専門高校卒業者も同等の資格を得る。

　無資格保母は・0歳児に対する銀育に補

助職員としてつ1ぐほか，必要な時のみ採用

される。

保母マ）賃金は低く，回転率は高い。

2．所長．
保母として最低2年以上勤務した療護婦

格取得者5

このほかヒ地域医甑調理興，用務員，

計担当員など。

〈　r
佃 1歳半児 睡眠時間炉短かく， あそびの時間を長

するるン’

所管分離

～3．歳児

睡眠礪午後の約2時間のみ，可能な限”

屋外でり1らそび身辺処理の自立を

かる。、・

児

〈

所
　　所
管

分

離

o

年

齢

区

分

型
V・

　3，動向　　　　 ’莞

、を，欝黎僻即芦酵避け・騨騨

助職員としてつ1ぐほか，必要な時のみ採用

される。

　保母マ）賃金は低弘回転率は高い。

　2．所長
　保母として最低2年以上勤務した療護婦
資格取得者5

このほかヒ地域医師調理興，用務員，

会計担当員など。

，プ

、レ

ス

ク

レ・

ノレ　

　L　教育単位

　1グルーブ30名とし，年塗児（～4歳），年中児（～5

馨ll羅鎗6即榊璽され奇1、

　日課は託児所の1歳業ダ3歳児グルーブとほぽ同様であ

織参団にお瞳響楓当番制を　騨
』価リキュラ云）∴＝・

　　、欝 ㊥聯聯④賄騰⑥音楽
　託児庚ど同様1日冠食が提供される。

　3、特徴と動向

　（？．祭団生活を通じ，自立性や社会性を育て多社会主

　　r纏育噸標に沿い議務鮪に偉茸える．、

　、・（参・圃一的教育を排し・集団の中の個人を尊重する。

　工・教員　　　　　　　ジ・

　1グループ（30名）に教員2名がつ‘・’

　1人6時聞半ずつ担当するよ就学前学校
教員養成訓練凱匹おいて高校卒業後2年間

の専門翻を終礼描の誘るい苧よ晦
間の通儒教育を終了したものが教員としで

の資格をもづ乙 一　　　 　　　　　 1是

　1970年現在よ一12，480人の教員めうち有資

格者は89．9％』 1』’ ・1』

このほか，補助教員（nanny）がいる。

』ゴc

一146一



網野他‘諸外国の保報、（幼児教育）y制度犯関する研究

第皿一3衷 イギリス（連合王犀） ㌦　需、 k．Y　う、き・ 爵，1

（1）保育の方針、（方法と内容）　　ソ 叉r一（2）職　 「∫、 員

ノ・

保『

1．定員規模　　畑／・、し　で

、公立保育所の平均児童数は48人g　　べ　　』ドあ

．保育方法L・　、貞　　　　生＿　　＿，h
自由保育が多し　　、“1、

‘3．　グル雰ズ構成と主な保育内容ン、・凸 と」

，ぞ屍プ1

　　　　　ん2歳児
く　育
所

管

分，一二所瓦

離

1、～ 児

　い’冨育1内容
一　｝』　『

．遡麟育，像健の重祖、駅

惰緒的安定と知的刺激　，・
，、・ 〉

．年齢齢擁一双は雛グ梧脚
に繊継る。．鷺1帆△　’1
畷断磯醗勘購1、懇．、「、

r　 ●■

ヘ 　ド

対

象，

区

分
塾㌔

V

3．動向

（・〉濾矯界飾ては家庭欝重視沼歳魔児
　　につヤ・てばナ欺騨・スク7ルセこよる教育との統

　1． 保母・、c三i』L・．ご∫

　卑童五名に江∫名め擁母力つく

，保母の資格ば通獅6勲ら…の2噸保母
濃成学校1の豫程を終了勝．国家保母試験に

　登格じ売搬1に得ら れる。・㌔・」』

　主琴2歳～5歳犀の保育にあたる富羊任

　保母は看護婦の資格をむづ でいる ものが多

・レ．ポぐ転、 ＿賦　、’
》㌔2i 保母瑚手臥 　：　恥

　・ 現醜脚名に鵬騨醸程の部合
賄舞曝育助騨郷じ娘る・蝉
・助手のだめの現任訓練が強化さ～れつ？あ

渇Pψ　　eら
　　　　rへ一・．『罫、〉 ．　・、“ぐ・じ

　 こφほか凋熱 』顔酵・1 　1

　　　　　　　 六こ1　　　1　・

、　　　

，、、，亀違設書妻墜早糞獣》r・　、

バ
㌧　㌔

｝、　’

哩　■
rへ　』i

1．

1紫 、源r、＼呈ぺ 、鴇宝 r＝
’』』 　、 　＝

h

ナ．

1一

ス
、現

1・

o

拳ご1、で沈票久玉リ｝鮭　ス亥一7レ～ ナrろリー・クラ スづ

（二　（っ　躍ノレ←フf構成と保育内容

ス
ク
1

ソレ、

ナ1
ス
リ
1

　　

ク

ラ

ス

イ
ソ

　　7土
り　　ぬアの

食メ桜、
　　ト～
　一　へ　　 r

　泌1　 ク

　　1ブ・
　　ノレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　弛文　　イ℃『’ミノ
2．　特徴　1　　 　　　　 　　　　　　常・・

諮驚懸1雛鍵欝講誓舘
な選択に任せる。』激員はその活動藍介ムせず・丸異勲之う許

、とに、らがけ，細づくり鰍会イゆ濯を臨馨削』1

　2，』イγフ アソト．・丞 クール　　　　
．、

　　　　
一

　　（f） 特徴　　　 　1で』’・ ・入　・　』謹’、

べ 」・、郷獺ではあ舜も一倣育方鍵づレ’てρ即
　銃、影響力は少なilぐ話各地方や各学校あ多いは働々の教

さ　　員め方針時より　撒材や教育方法が選択される叔、き

　　　雌般蘇題中心蟻よ編児童中心主義砺る犀・』

　　［7 レーベ凹、綬デッソーリカレ’赫〔に基づく

、き． ；むのの外　自．由保育肇多い1

教員鼠し、．‘・　／と　　　ζ

ナー刈以ク蝋，繁継リ：駁鷺
，ス，，1栂乃蹴ス熊ノ聴通じて同戯

絡の教員が教敵麟る乞’薄1…
　一般に児童20名に有資格砂教員1名がづ・

き，その教員を現任訓練慰強姫保育助手

1名あるい劇榊‘、糊練の保醐紐
名が援躰する占∴同嘱「』ゴ． 　．　・∋

ご醒教員の資格は単科大学ゆな年間の養球課

嘩終了レ瀕鰭状極織た齢察
得られる。．　ご　　、一‘￥、・

　　　　　　　　　　　1～　　　　　「

⑲7聯現在・イソ短漏ク罷rルぎ、
塑鱒即担興数の平均は網穿欺
箔～い郡 、～　q　　l

　　　　　　　　ノ

」

礼彼

）『、

、　～

r ㌧曳｝

接
ゾ

〆
＼

、ゼンい’メ

∫ゼ
　▼〉・

＼　　　　◎

じ■＼」

　釜

灘
＼
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第■一4表　アメリカ（合衆国）

〈

単

所

管

対

象

区

分

型

保

育

所

ナ

1

ス

リ

1
●

ス

ク

1
ノレ■

幼

稚

園

（エ）保育の方針（方法と内容）

　保育の目標と方法

　保健教育福祉省他刊行のハンドブックに，身体的な不調

や病気からの保護や敏速なケア，保育者と子どもとの持続

的な情緒的関係の確立，こ とぱに よる相互作用の促進，子

どもが抑制を学ぶのを援助するなど18の原理がかかげられ

ている。

　保育内容

　極めて教育的なプログラムをもっている所もあるが大多

数は単に子どもを安全に管理しているにすぎない。

　特徴・動向　　　　　　「、

　3 歳未満児を入所させている保育所は例外的である。こ

の二一ズは強いが，多くの州では＄歳未満児を入所させる

保育所を認めていない。保育所を教育的なものにしようと

する考えが強くなっている。

　グループの人数

｛3歳児15人
4歳児　20人　　　　　　　クラス編成はできるだけ同年齢のもの
5歳児　20人　　　　　　　で行うこ とカ｛望ましい。

　教育目的

　国による保育指針はないが，社会，情緒，運動，知的発

逮など全面にわたる成長発逮をめざし，遊びを通して自発

性の育成をはかる。同時に労働婦人と多忙な母親の子女を

r保護する。

　 保育内容

　特別なカリキュラムの規制はない。内容は段階の差はあ

るが幼稚園とほぱ同じで，朝の視診一自由遊び一トイレ・

手洗いr話し合い ・お話一ダソス・歌一おやつ‘自由遊び

一トイレ・手洗い一帰宅

　8時間保育する全日制のものもあり保育所とめ区別がな

くなってきているo

　11学級の児産数は25名までとされている。午前・午後の

2部保育をしている所も少なくない。

　保育内容

　津邦が定めた指針はないが多くの州が幼稚園教育の指針

を決めている。バサディナ市教育委員会が示した基準は・

①社会生活　②仕群の習慣③雷語表現　④音楽　⑤美術

⑥科学初歩　⑦体育である。

教育の基礎はフレーベノレ，モソテッリーリ，デ昌＿イの

影響をうけている。幼児の創造的活動としての自由遊びを

保育活動の基礎として，他はその発展と考えう。保育計画

をたてない園も少なくない。

　日課（ミズリー州・カンサス市）

　開園・出欠6自由会話一作業・掃除・作品を示す一トイ

レ手洗い一戸外運動一休憩一音楽・歌・リズムー言語お話

・詩。視聴覚教具一閉園

（2）職 員

保母1人に対する児童数

　　　乳　児　3人：保母1人
　　　幼　　児　4人： ク

　　　就学前児　5人：　〃
　　　他に事務員，清掃人をおく

7アミリーDディ・ケア

　　　乳児4～5人＝保母1人
　　　幼児6人以下1　〃

　資格

　資格はない。．しかし最近連邦政府がこれ

ら（保育学校・幼稚園助手を含む）職員の

資格について検討中である。

　1グルーブに教師1名， 助手ユ名がつく

　資格

　多くの職員は特別の資格を有していな

い。むしろ有資格者が求められることは稀

（例えば大学附属保育学校など） である。

　職員の俸給が極めて低いことと関係し七

いる。

　資格

①　州の教員免許（当局がコースを設定し

　多くは7年免許が有効占その後は再教育

　をうけて更新する）に合格すること。

②　大学。教育大学で4年制の初等教育学

　校教員となるコースで，教養基礎的学科

　教職専門学科を履修すること。

③多くの大学に幼児教育の大学院として

　マスターコース（2年）ドクターコース

　（3年）がある。

全国に43，000人（男性教員はいない）1

クラス平均児童数28人

一148一



網野他・1諸外鼠の保育・く幼垣教育）；制度㌍関する研究

第虹一5表　スエーデソ
一㌧“　　・駕．験

〈

所

管

統

合

保

健

／、編

／祉

（1） 保育ρ方針方（濠と商容）　　湾け宏 卜．鰍職
　1．　グルー・ブ構成：・、ン1芯

太窃が月から 2歳半ま での乳幼児を保育するもの』（グル1峨

ゲの大きさは ε痘12人）、∴1二藤ll 「人”取』l　lヒ』』国ヤ；八
し

　2歳半から7歳まであ幼児を保育する もの（グを慈ブの

大きさは10～12入）の混合グ〉レーブゆけられる・
　・2』♪洛施設の収容児童定員数

「、グ、歩．｛： 身名』1 1』，年齢 最 大人数1

全、

．制！

∫乳幼児塑ヴ∵酪

壁卿話

0；6曽1＝0

1；0㌣2＝6

感3～4
15～6、

（4＋6）10人』

　　8
　　12
　　15　

・半’1』

制　．

　　　』＼ニ
レ6スク虐ル

　 一3～4

　』
’　　　　

．』、5ん6、，～■ヤ

15

0
、 、

員

〕し　

、、

レ

●

．ス・．

省

担1

当

型V

ク

口・

ノレ

　資格
．1〉　保育所保母励）．・㌧部r』ず；

己！義務敦育修了後看護婦養脚マ「ス琴み

llる前にr学期で終了する予備課程及び学

　齢以†の幼児のいる個人の家庭で育児実

　習紫終えなければならない。全養球課程

多ま3軟桝半は騨であ智
ゑ＞就学騨曝痢＝1，．．．．

　　教員養成嫡 亥年間，』義務教育に16週の

こ霧施設での実習を加えた課程

　3， 教育目的、ノ
』

、ドニ』』・1』・
』 yづ紫∵ ∫・

、黒描の蝕断綿断躯的知醗達のため適した上
条件を提供「しで1』“ろいう訟方珠で家庭を援助することに

ある適舞の難嫌騨勲は聾鱒遡饗雑
であると考え，1られて い二るじ　　　　、　　，．、　　、、

威

齢翻会は鯖醐ぎ輸の蝉ξiψ鰹①融礎，
発達し個人としての自我を安定さぜ5れ1る婁、う参吠緯を与♪

えるこ詫と卦②子rどもが環境との相；互関連にお硫て伝達能ヵ’ン

・を発達させるのを鐘し雌設であること㊨概念形成の芽

生えに必要な条侮を整え為；とを示 レている 。

　4．保育内容
　自歯遊び，、創造的活動吋特徴戸けられ秘・主な活動と1レニ

ンで 轡自立訓練’＠類別、・架験 ③自然研究」1④料理｝＠

齢轡璽著獣』鯛騨葵と寧導奪ill鱒餅動
力嚇・ 曇； ∴》： Fい 鷺～鍼

』』 卑r攣、、、吏・1無・逗』
こ…

尊1’1享領・

、グル曳フニ顎．il
1　

3；凶』』内

て俸給

　保育所保母r　　月額L900クF［亥、
　藩ll㌶1二』』、＝．』か．rrく142，000日）”

＝㌦∫就学前学校激員2，つ00べ（2i500グ貞1一ラf

　・・“・、☆1二こ 』く・三（150，000柵87，500円）之

蹄しちべ潮礫蛸欝鰹弩
r他の材料で自発的遊び運年斑酔等家

、・
ら持参の果物を食ざ蒼琴タ、勲ブリ、

ソ遊び寺本服将脱に？ゼて璽会話ピ

鼻留諭を取ゴ鰹轡E

・【る1』ゲンy　．．！’

　」
、‘・レ「〆二．i、一．

くハ

』半く・ 日・∵制唆

1．グ ル丁・誕ゾ 』

5～6 歳

、1こ多 1訳ゴ禦

　鵯rン 』1σ＝6～2＝6㌧　

登園←睡眠一散歩一昼食一睡眠r室
内・戸外遊び一おやつ一迎えが来る

ま で室内で遊ぶ、、、、、

．6ン保．育方法

』蟻書碁控アジ・の聯弊セ轡瞥
　2）二、対話教育とよほれる保育方法を採用して恥る。対
　．、 、話教育は子どもと大人との間で，k蓮続的な対話鷹支二

　　内的・鋤繭におい憾じが鰍痴識なき肇
　　関して相互に交わされるこξによって行われるい、
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第瓦一6表　ソ連

〈

所

管

統1

合

教

育

省

担

当

型
〉

（1）保育の方針（方法と内容）

　1．施設の規模

　最高280人（3歳未満80人，以上200人）とし，いく段階

かのモデルがある。 都市では140人以上（3歳未満40人，

以上100人） の定員をもつ「よう指導されている。

　．1グル㌘ブの人数、二
．％．、

年 齢一 人 数

0＝2 ～ 0＝9㌻1Q 15人
0、＝9㌻10

～
1＝8』 20

1＝8 ～
3 20

3
～

4’ 20

4
～

5 25

5
～

6 25

6
～

7 25

・保識

育・

幼

稚

園

　2．r．目的

．・’子どもを健康に育て乳幼児期から集団生活によって全面

篇畿響雅購誓♪聯あら聖開堕
　保育内容 　　　で

、㌔

　、、・∴1ヅ

　ソ連教育科学アカデミー，就学前教育硫究所な』どによる

「就学前教育要項」があり・それに基づいて教育が行われ1
る。体育・知育。徳育・美育の分野が考慮きれ・亭．どもめ．

発達に応じて遊ぴ黙労購ξ畔螂め活吻中
で具体化・絹織化して教育をすすめ喬。．

　3，　日課

グノレープ1
内 容

　　　　健康観察・体温測定一遊び一朝食一遊び÷7敵

　　　　歩，空気浴と日光浴一課業一午睡マr昼食白遊
r1＝0～1：6
　　　　び砂散歩・空気浴一小グルーブによる課業一

　　　　水浴・午後食一午睡一夕食一遊び・帰宅

健康観察・遊び。朝の体操一朝食一遊び・敵

歩一課業一遊び・観察r水浴一昼食一午睡一

遊び一午後食・散歩・遊び一夕食」帰宅

健康観察・遊び・日直。朝の体操÷朝食r遊

び・散歩一課業一遊び・観察・労働」水硲一．

昼食一午睡一遊び一午後食一数歩・園庭で遊

び・労働一遊び一夕食一帰宅

4．保育方法

　1）教育的な働きかけを重視し「課業」が設けられ教

　授＝学習の形態で行われる。

　2〉労働教育が璽視される
3）音楽・美術などに専門教師が，またメタジストボ

　配鐙される。
　4）心理教育，生理学などの各分野からの基礎的癒研

　、究に基づき，乳幼児期の特徴を考慮しながら全面的

　　な発達を促そうとする意図が強い。、

（2）職 員

　職員定数』』

　保育所では各グループに教師2名，助手

2名幼稚園では教師1名，・助手1名がつ
．く。

　職種
　、園長＝全体の管理をし，職員の罷免権をも

っ。鋤務時間は8時間、

　教師；教育面のみ担当，6時間勤務2交

替制

　ノ専門教師1音楽美術など専門に担当

　～・メタジ不卜：教育爾の年間ブログラムを

各園で具体化し，教師に徹底し指導する

　ニヤーニヤ：子どもの世話・掃除など担1

当7時間勤務

　医師：子どもの病気予防と健康管理・給

、鯉馳作成懸鱒
、職婦＝醐の子ξもの勘3瀬の列

合焼医師への連絡噛騨務
　他に調理係，拳務員をおぐ．

　資脩・、、

　 圏長 二

．①教育大学（5年）卒業

¢の毒騰欝鱒轡飾州
蘭　、＝』1一』r：渉∫；

二

① 中等学校 ．（1q年） 卒業後大学（5年）
　り教育課程修了 　　 　、 1 鍵／

②中鮮校’僻）修了鵬畔拠31
　年）課程を修了　　』 、　』1　　　　臣

③　中等学校（10年）卒業後専門学校の最

　後の2年間の課程を修了する

　メタジスト

　中等学校（10年）卒業後大学（5年制）

で教授球研究者になるための専門課程を修

了する

　給料

　　教　師　　　85～120ルーブル

　　　　　　　（321000ん45，000円）

　　ニヤーニヤ　60ルーrブノレ程度

看護婦

調理係

⑱2・ggo円≧

平均9σルーブル

　（33，0ρ0円）

65ノレ←ブィレ

（24．000円）
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網野他1裾奔国の保存ミ鰯嬉教腎薯制度に蘭ナる研究

瀞鋤政負齢齢縞齢落国磯艇齢繊
　ゼある。これは保育 ・教育に｝蘭す’畜国ど地方自潜俸み行

政主破住ど御め樋醸駈確ピ・嚇輻も継か
し：漠体麟綴の鞭樋齢民繭葡蔽翻あ

臨灘i襟袈難灘鰹1醗
　なお，今向の調査の中で特徴的なものとしでおげぢ乳

るのは・、遜熱黎鰻勲鮎～纂贈黎12職あ
幹岬㌘ブ似レ胚ぞ一・レに導うモξも2尽
婁する‘年間保腎褻24・，6σσグガーヂ』ぐ緬i8σ方由yあ賓担・

内訳蒜さ拠駆？聯撫委物瞭硬’』
が地方婦人税による控除額でありヂ嚇般的な地ガ財源賛

担とは区別しゼ，直接保育費にあてられている。

　＆運営費と保護者負担（第工表一各国の（3））㌧

　各国の保育1・教育施設にみ所中の児童1人顎p⑫連鴬i｝ミ1、

糊！調聯紛」即本騰箏する肇チ弊
揮蝸よう蝉ξ齢畑凱

、、さ

　．日額で示さ紅ている国では，7シソスg託児所が，

l9暁時点松立勧“00 甲・H 糾・500円i．託 ギ リ

ネの犀育所が197手年時点で約1，弓斡卵となって醜愚。他

餌が蹴鞭でみ禄（脚鎚1倍）・旧本躯師

』 曄紳麟では訟甥り一冷を聯約16鱒鳴ア
♂ry カが19畔時点坪均約452ゼoo唄であPζ拗輝

』雌勉雌では・1轡撰一が平担約691000町裡
rllり趣1971轡点季：｝鯛スリ弓夕rル酌178・ooq

臼螺禁リー・物が約1・・参d・・円・1ア糎、輝、

主969鱗緬i．保育学郷平卵・1ゴ8，5・0円，瞬園が1

平脚鵬鵬円となづて鴨β蔀髄れた施設鰍』
　スエrデソの全日糊ブレ・スクールが年額675，00σ円～

　1，125，000円（1日2，700円～4，500円），　ソ連が隼額約

。146，400円～177，600円となρている（註）。1日額』、月額，、

．、

禰欝分嫉 麺ゆ国9蛎鮒吻鰺準騨
蕪聾焔脚難しレ・塾う瀦奪の弊㌧
保醜，、雄即幽不蝿嫌酬’・．

．． ．．

』保誰考の獲眉負担は5日本の保育所的聾格の施設で

賎1何ちかめ角揖をす浄こζが原則となっており認平均

＝舶なま卑典i型的な保護者の章担率は20％前後爾国：参条

，転伽の騨瀞翼保灘参繭状況や舷の数

嘆確轡墾つ下お粋糠料鱒軽
蕗惣てヤ｝る％．こ二、 改』　隔
　戸方日本の幼鞭雌格の韓では・物若廼ぴ

イ判理鰍魁ゆ性格嘱軸て・原貝畦鳥て解
聯鱒期磐響，1笹，すタて公立のフラ卿
値に転7ヌマカ，ス串一デソの公立施設では，傍護者　．

』かち費用を徴収し宅いない。ハソガリ．一は保育る教育施

駿を通じて同じ俸護者負担の以ズデ、轟峯ど1イてレN義

　次にr各国め塗庖濠施設の保庸方針蕪方法毎内容）曇お

、よび職員にらヤ下て兼めだもの力嚇∬衷であ嫌玉纏：

（輩）一躰め騎よrig76鱗飾ポx保噺の儲単価
　一ぶ肩額約f翫§00由がぢな亀40b駄妾茎幼稚園は〆年額公

那血鰍σ06臨躍9よ500畔雑てい翻ペン↓～
畑1・〉囎φ辮1徽…蓑遷嗣φ⑪き・参鶴幌‘ニミ蚤

ぎ保育黍籔育施護み毒員数輝定めち為で》｛る国ば多い。＼

齢麟藤ゐ鶴麟盤碗誕幼稚聯麟伽
麹吻幅歴職灘最鰍遡遡
人までど広範肉にわ津圏《めるザ　萱・・ 　』孤宍 、尽

　一方，グルAブご学銀の定員を湊ると，すべての国が

原則として年齢別蓉贋礁読瑠学級嚇のン泌，テ柴をi嬢っ

力嚇薩峰麺鯵鯉ギリ〔の畿融費
』蜴10人・期 rl捜一画学級3pl心鱗｝城じて1
定員が変傍勧φ晦残嬢丸る黛 日禾殊爾難i

鯉施設では1£鵬卿郷鰹でも15黍以麟を

薄る己躰撫繭蝿榊懲 茸，勲準
鞠4・人聯鱒嬬⑳級翻人醜つ蕎喚9』齢1

雛う雛載轡称難璽i、
r：饗禦当墜員肇牢塁（響騨r』

　 保育 ‘教育を担当する職員をみ弓と，旦本Φ俸母諮よi．．

1び無と顧瞬嚥齢あ繍 1そ鱒繭熱難．』
　賎1第五表砂（2）に示されているホうにジ養庫体珊によ資、、

1相轡み馳るものα専門学枕大学卒獅鱗あ
るヤ・は検是試験合格の資格を有する；～ぢグ条件14々って 『

いう紬か炉ア蹴力のみ保母賦艦難難勲塵 『r』 』

』1態憾堺解めてレ嚇？、な水妙携鱒嶺き1㌧ ㎏

』編畿駕欝麟零讐懸☆
聯綴欝難繊モ轟※難

擁競となら1ている（註）ど：’ 飯1擁酵讐
臓織欝鵠轡1『艶難
（註）』田本では保前の児産と獺の比阜縫魅灘鹸lll

　　 児6＝1・3歳児20＝1・4概児3q：唖騰灘i》
　　幼稚園の獺は1学級（原購トて継墜職繋叙・
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　なくとも專任教員1人である，

（3》保育・教育方法（第皿表一各国の（ヱ））

　保育方法はpモソテッソーり，フレーベノセ，デュー

イ， そして近年はブルーナー，ピアジ呂，デクローリ，

エリクソソなどの教育学，心理学的方法論がとり入れら

れているが，また一方では，伝統的な教科主義や課業主

義から・児童中心主義の保育教膏方法Φ影響も肇くみら

れてきている。とくに，幼児の保育。敦育の歴史の畏い

フラソス，ハソガリーにおいて，主要な灘れであった伝

統的あるいは画一的な方法のみならず自 由なあるいは児

童中心の保育・教育方法もとり入れられつミつある・ 一

方，スエーデソでは，エリクソソとピアジ；理論を統合

した方法や暫語教育法が重視され，ソ連では，課業犀育

・教育が中今となっている。

保育。教育g内容は，第五表の（Ωのとおりであう1残

低年齢穀階での健購 宋全への留意，年齢をおって，生

活習慣の確立そして，情緒的，知的，社会的発達を通し

ての全面的発達を配慮している点は共通幡みられるとこ

ろである。

IV　保育・教育をめぐる社会経済的条件

各国の保育g教育をめぐる社会的，経済的条件の主要

なものについて，国際統計資料を参考のために示すと，

第皿表ゐとおりである・

第皿表 各国の社会・経済統計資料

1，婦人就労率　年齢層別女性総人口に対する女性経済活動人口の割合

年齢厨
調査年

国
　　日　本

15～19

20～24

25～29

30～49

50～54

55ん59

60～64

65～

総数

，70

37，5
7018

45．1

57．3

60．9

53．7

43．3

19．6

39．1

7フンス

ン68

31，3

62．3

50．7

43．2

45．3

42．3

32．4

8．2

28．0

ハソガリー

》70

49．1

66．2

65．3

68．2

56．6

29．2

9．3

38．6

イギリス

，71

55．7

60，1

43，1

55．3

58．6

50．7

28．0

6．3

23．9

アメリカ

，70

29．2

56．1

45．4

49．5

52．0

47．4

36．1

10．0

29，5

スエーアソ

，70

29．3

53．3

49。0
151．2．

50．3、

41，工

25，7

3．2

29．9

ソ　連

ン70

45．3

（資料「I　LO労働統計年鑑」）

2．年齢層別総労働人口に対する女性労働人口の割合

国一　　　　　　＿
　　調査隼r

年齢層『

日　本　　フフソス

，70　　　　，68

ハンガリー　　イギリス　　アメリカ　　ス出一デソ　　ソ　　連

ン70 ，71 ’70 ，70 ，70

15～19・ 49．ユ 41．4 50．6 46．7 41．4 45．9

20～24 46．1 41．9 41．2 39．8 42．8 45．1

25～29． ・　31，7 33．2 39．7 30．3 33．7 34．7

30ん49r 37．6 30．5 42．8 36．0 35．6 35．0

i50～54 43．5 34‘4 41．3 38．9 37．9 35．3 、

55～59 40．0 35．7 28．5 36．6 37．4 31．9

60～64、

5～

36．2

1．5

36．0

0．3
32．0

27．0

4．5

36．0

5．9

26．1

0．8

総　数 139．1 34．5 41．2 36．5 37．2 35．4 50．5

（資料「I　LO労働統計年鑑」）
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3．平均世帯人員

網野他。諸外国の課育（幼児教育）制度に関する研究

国 日
本1 フランス・1一シガリー1イギリス1・ アメリカ 1…デソ17 連

調　査　年、 ン7・1 ・68　・73　・7・「η「「 物　レ65
人　員　・数 歌71 3・13・・12・9 　亀21 λ613・7

4，　1人当り国民所得（ドル〉

（資料 rUN統計年鑑」）

1年度　国1 日本1フラソス
1一ンガリ＝1 イギリス／アメリカ1スー一デソ1ソ 連

1　・’74 13．4971 5・・371ぐlll481ぐlll、71乾・3・1 危6931歌9・8

（資料 rUN統計年鑑」）

5．家計収支

日本ll
フラシス1）
ノ、シガリ、＿．3）

イギリス1）

　　3）
アメリ カ3）

スエーアン

ソ　連

　　　通　収
　　　貨　入調査年期間
　　　単　総
　　　位　額

支

出

総

額

支出の割合

消所
費得
支

出税

社
会
保

、陣

費

そ消 費飲
の、支出総額食

他　　 費

消費支出の割合

　　設住光　 被
　　備
居熱維服　　持饗費「費1・費

雑

費

，74

56～，57

69

月
年月

　円

　一　フ　ソ

オリソ

2091299163，929

　　　一　8，767

、宰1．．385　　一

88．6＊97．4　一 63
．6

4．9

一

0．1

一

　145，30631．0
66

15．55343．4

　1，34542．9、

皇ll
5．1

．8

9．1

10．7

0．β

4．5

43．9

8．4

1．2

，68 週 シリソグ 500　　587 85．011．0 3．7 0．3 ’67 　49930．5 12．7 6．2
758 9．2 33．6

，60～》61 年 ド　　ル 6，719　6，671 80』911．8 3．7 3．6 年，39626・3 工2，3 3．9 9．7 9．5 38．3
’58 年 クローナ 一14，79076．320．3 一

3．4 13．35731．4 11．6 2．6 7．7 13．832．9

一 一 一 一

1） ．現金収入のみ　』2）人口5万以上の都市　　3）全世帯　

＊　フラソス＝一部の非消費支出を含む　　ハングリr＝1人あたり

　なお，52年度においては，、欧米以外の諸国を主・とし

て，諸外国の保育・教育制度の比較研究を継続し，なら

’』びに1 乳幼児の保育・教育の効果に関する研究をすすめ

る予定である。・
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設備維持饗は人件費を除く
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